
総務広報特別会議としまして、「JCI 大阪プレゼンスの確立を」を旗印に、時代や社会に
必要とされる組織の存在感を確立することで、「凛々しいまち大阪の実現」すべく活動し
てまいりました。
その実現のために当会議体は総務と広報の２つの面で活動してまいりました。一人ひと
りの能力を如何なく発揮でき、世のために積極的に関わる責任感に溢れたメンバーが所
属する組織を実現するために、総務面での池田室会議、年度３回行われました総会の設
営と運営、財務運営に関する準備と調整、定款諸規則の整備などを行ってまいりました。
特に池田室会議では総会時において各委員長が委員会の運動の方向性をプレゼンテー
ションし、また、懇親会時には映像を用いた委員会の特色を発信したことによって、JCI
大阪メンバーが組織の目指すべき方向性について理解を深められ、また他委員会がどの
ような運動を展開するのかを理解できました。また人びとが真に求めるニーズをタイム
リーに捉え、住み暮らし働く人びとに夢を拡げることができるメンバーが所属する組織
を実現するために、広報面でのホームページにおける会員外向け広報を実施してまいり
ました。ホームページ立ち上げは当然のことながら、JCI 大阪が実施した事業の様子を
即座に上げ、対外の方に向け広報を展開してまいりました。そして８月に行われました
集約事業の対外向け広報として、その内容を記載したうちわを飲食店、街頭において配
布しその動員に大きく貢献しました。
上記総務と広報の両面を並行して実施した結果、己を律し率先して毅然と行動するメン
バーへと資質が向上し、資質高いメンバーの集まる組織の存在感が確立できたものと確
信しております。

1・3・10月
OJCフォーラム会場

1月、3 月、10 月に開催しました総会の準備とその運営を致しました。 毎月行われる財務審議会の設営とその運営補助を実施致しました。

日　時：
場　所：

総会の準備と対応 財務運営に関する準備と調整

毎月
事務局

日　時：
場　所：

私たちは、一人ひとりの能力を如何なく発揮でき、世のために積極的に関わる責任感に溢れ、人びとが真に求め
るニーズをタイムリーに捉え、住み暮らし働く人びとに夢を拡げ、己を律し率先して毅然と行動する、時代や社
会に必要とされる組織の存在感を確立します。

委員会基本方針

1月15日（土）
池田不死王閣
計画　400名
結果　385名

池田会議における OJC フォーラムでは原田武夫先生をお招きし、情
報の持つ力、その処理能力のスキルアップに努めなければならない
とのお話を頂戴しました。フォーラムに引き続き定時総会を運営致
しました。

対外情報発信ツールであるホームページを活用し、実施事業の速報を
配信。また集約事業（OSAKA キャッスル☆ハッスル !!）における対
外広報として、事業内容を記載したうちわを街頭にて配布致しました。

日　時：
場　所：
参加者：

池田会議 会員外向け広報の実施

8月11日（木）～28日（日）
大阪市内各所

日　時：
場　所：
参加者：
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己を律し、率先して毅然と行動するメンバー・組織に
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